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○ 遺構検出・掘削が進行しています。

北山城跡の調査は遺構検出、掘削が進

行中です。

さて、遺構からは土器などの遺物の

他にも様々なものが出てきます。もと

もと林だったこともあり、ミミズやセ

ミの幼虫が出てくるのはしょっちゅ

うのことです。 このセミは地上に出

たところ木がなかったので仕方なく

地区杭で羽化しています。

左は調査区の壁ぎわから検出され

た竪穴住居です。ＳＨ２０２と名付け

ました。

竪穴住居の掘削に先立ち、遺構内に

ある穴や遺構にかかった穴を掘って

いきます。真ん中の穴（左の写真の○

で囲ったところ）も掘削していきます。

誤って床面を掘り抜くなど、遺構を

破壊しないように注意が必要です。

発掘調査をしていると遺構として

とらえられる穴以外にもいろいろな

穴が見つかります。

このＳＨ２０２の真ん中の穴は調

査区の壁にかかっており、断面をみる

と、遺構の埋土、さらにはその上の表

土を切って掘られていることから、か

なり新しい時代になってから掘られ

た穴であることと考えられます。



案の定、掘り進めていくとビール缶が

出土しました。これによってこの穴は

現代のものであることが明らかになり

ました。このような現代に掘られた穴

などのことを私たちは「撹乱（かくら

ん）」とよんでいます。撹乱は遺構にか

かっていると遺構を破壊してしまうた

め、大切な情報がうしなわれてしまう

ことにもなりますが、場合によっては

調査を進めていく上でヒントを与えて

くれることもあります。

たとえば、これは別の竪穴住居にか

かっていた撹乱を掘削したあとの様子

です。遺構そのものの土層断面が見え

ており、観察によって、遺構を掘削す

るときの深さの目安がついたほか、遺

構断面の形状も知ることができました。

このように撹乱や、調査区の壁などあらゆるものを利用して遺構に関する情

報を得ながら調査を進めていきます。ただ掘削するのではなく、常に情報を得

てまとめながら調査を進めることで、遺跡全体の様相や各遺構の特定をより容

易にしていくことが可能となります。

今後も遺構掘削の様子をお伝えしていきますのでご期待ください。
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